
 

 

   水のう式水難救助訓練用ダミー人形（ウォータードール）   

   の開発について 

 

嶺北消防組合消防本部（福井）  西  辰司  

 

１ はじめに 

  河川、海等の水域において発生する水難事故は、年々増加傾向にあり、そ

の形態も複雑多様化しています。このような水難事故現場において、安全・

確実・迅速な水難救助活動を行うためには、要救助者を想定したダミー人形

での実践的な訓練が最も効果的です。 

  しかし、訓練に使用するダミー人形は大変高価であること。また、使用す

る際にもいくつかの問題点があったことから、今回これらの問題点を解決す

ることを目的に、ターポリン生地を使用した訓練用ダミー人形を開発するこ

とにしました。 

 

２ 開発経緯 

  現在水難救助訓練に使用しているダミー人形は、中身が砂や発泡ウレタン

であり、使用後は泥水や海水を多量に含んでいるため、搬送時に車内が汚れ

たり海水による腐食を受けやすく、また、帰署後は大型水槽に溜めた真水で

しっかりと洗い、数日天日にて乾燥しなければならず、乾燥が不十分である

と、カビ雑菌などが繁殖し不衛生となるなど、問題点がありました。 

  そこで「土のう」に代わる「水のう」があるように、ダミー人形の中身と

して水を充填する「水のう式水難救助訓練用ダミー人形」を開発しました。 

 

３ 機器の概要 

 ⑴ 材質 

   抗菌ターポリン素材（厚み０．８５ｍｍ）を使用しました。 

   ※１ ターポリンとは「ポリエステル繊維の織物」を「軟質な合成樹脂 

      フィルム」でサンドしたビニール系素材です。 

   ※２ ビニール系の素材の中で耐摩耗性、耐水性能が一番優れています。 
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 ⑵ 加工 

   ⑴のターポリン生地を、人型に裁断して、それを２枚重ね合わせ、外

周部を溶着して加工しました。 
                    （別図１・別添写真１、２参照） 
 ⑶ 寸法等 

  ア 水充填前  縦２００ｃｍ×横１３０ｃｍ 

    生地の厚み ０．８５ｍｍ×２重 

    重 量   ２．２ｋｇ 

  イ 水充填後  縦１８５ｃｍ×横８０ｃｍ 

    胸の厚み  ２０ｃｍ 

    重 量   ６２．２ｋｇ（生地の重量＋水(60Ｌ)の重量） 

 ⑷ 開口部止め具 

   プラスチック製ワンタッチ式バックル及びマジックテープを使用して、

水密性を確保しました。 

 

４ 使用方法 

 ⑴ 水の充填 

   ダミー人形への水の充填は、両手足首４ヶ所の開口部から行います。水

を入れた後は開口部のマジックテープを閉めて内側に折り込み、ワンタッ

チ式バックルにより固定します。 

                         （別添写真３～６参照） 

 ⑵ 人形のウエイト設定 

   ダミー人形内の水量と空気量を調整することにより、浮力をコントロー

ルすることが可能です。様々な現場状態を作り出すことができます。 

  ア 水量５４Ｌ 空気量６Ｌ ⇒ 立位状態、海面浮遊状態 

  イ 水量５７Ｌ 空気量３Ｌ ⇒ 海中浮遊状態 

  ウ 水量６０Ｌ 空気量０Ｌ ⇒ 海底水没状態 

                        （別添写真７～１０参照） 

 ⑶ 使用後の排水 

   訓練終了後は、両手足首のバックルを外し、マジックテープを開放して
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ダミー人形内の水を排水します。 

                          （別添写真１１参照） 

 ⑷ 搬送、使用後のメンテナンス 

ダミー人形は、付着した水分をタオル等で拭き取り、折りたたんで搬送

します。帰署後は、人形内部を再度水道水で水洗いし、乾燥後に収納しま

す。 

                       （別添写真１２、１３参照） 

 

５ 経費 

  ターポリン生地・バックル代等   １５，０００円 

  製作工賃             １５，０００円 

  合 計              ３０，０００円 

参考 既製の水難訓練用ダミー人形  １８５，０００円 

 

６ 開発の効果 

  今回の開発により、これまで使用していた既製の水難訓練用ダミー人形の

問題点を改善でき、さらに、既製品には無かった新たな性能(浮力の調整)を

加えることができました。 

 ⑴ 既製品に比べ非常に安価に作製できました。（既製品の６分の１以下） 

 ⑵ ダミー人形内の水量と空気量を簡単に調整できるため、訓練想定の変更

が容易に行えるようになりました。（海面浮遊状態→海底水没状態等） 

 ⑶ ダミー人形の内容物が水であるため、人体に近い感触や動き、重量とな

り、大変リアルで効果的な訓練が行えるようになりました。 

                       （別添写真１４～１８参照） 

 ⑷ 搬送時は、コンパクトに折りたため、片手でも容易に搬送可能となりま

した。 

⑸ 車内が水で汚れなくなり、車両の腐食も防止できるようになりました。 

 ⑹ 使用後、水洗い、乾燥することで（メンテナンスが容易）、衛生的に管

理できるようになりました。 
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７ まとめ 

  水難救助活動は、水上あるいは水中と特殊な環境下で隊員は常に危険にさ

らされた活動を強いられ、そのような中で、安全・確実・迅速に人命救助活

動を行うためには、より実際の現場に近い状況を作り出す必要があります。 

  今回開発した「水のう式水難救助訓練用ダミー人形」は、その要求される

条件に十分対応しており、今後も訓練を通して検証しながら活用していきた

いと考えます。 
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縦 ２００ｃｍ 縦 １８５ｃｍ

横 １３０ｃｍ 横 ８０ｃｍ

生地の厚み ０.８５ｍｍ×２重 胸の厚み ２０ｃｍ

重量 ２．２ｋｇ 重量
６２．２ｋｇ

生地の重量＋水
(60Ｌ)の重量

水 充 填 前 水 充 填 後

バックル

マジックテープ

水のう式 水難救助訓練用ダミー人形外観図

別図１

外周部を溶着加工
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写真３ 水の充填状況 写真４ 空気の充填状況 

 

 

 

 

〔 作 品 外 観 〕

写真１ 水充填前 写真２ 水充填後 

重量 2.2 ㎏  

（ 生地 の 重 量 ）

重量 2.2 ㎏ ＋60 ㎏  

（ 満水 時 で 60Ｌ ）  

80 ㎝  

185 ㎝  200 ㎝  

130 ㎝
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写真５ 開口部のﾏｼﾞｯｸﾃｰﾌﾟ 写真６ 開口部バックル 

〔 使 用 状 況 〕

写真１０ 海底水没状態 写真９ 海中浮遊状態 

（水量５４Ｌ 空気量６Ｌ）（水量５４Ｌ 空気量６Ｌ）

（水量５７Ｌ 空気量３Ｌ） （水量６０Ｌ 空気量０Ｌ）

写真７ 立位状態 写真８ 海面浮遊状態 
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写真１１ 使用後の排水状況 写真１２ 乾燥状況 

写真１３ 搬送状況 

２ ０ｃ ｍ  

４ ５ｃ ｍ
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写真１７ 担架収容 

     固定訓練 

写真１６ バスケット担架での 

水面訓練 

写真１８ 陸上隊との連携訓練 

  （引揚げ救出） 

写真１４ 狭小空間からの 

  救出訓練 

写真１５ 救出ボートへの 

  収容訓練 

〔 水のう式ダミー人形を使用しての訓練状況 〕 
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